
　小川（門）の坂根利幸さん７人
家族です。利幸さんとお孫さん3
人はよく一緒にマラソン練習に励
んでいるスポーツ一家です。
　毎年４人で町のロードレース大
会に出場しています。

大家族シリーズ ㉔
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3
番　
畠は
た
け

山や
ま　
昌ま
さ
典の
り

（
50
歳
）
2
回

9
番　
早は
や
川か
わ　
ケ
ン
子こ
（
76
歳
）
5
回

6
番　
三み

田た

地ち　
久ひ
さ

志し
（
63
歳
）
3
回

副
議
長　
13
番　
菊き
く

地ち　
弘ひ
ろ

已み
（
68
歳
）
6
回

議
長　
14
番　
野の

舘だ
て　
泰や
す
喜き
（
70
歳
）
４
回

12
番　
三み

田た

地ち　
泰や
す

正ま
さ

（
71
歳
）
8
回

2
番　
佐さ

藤と
う　

安や
す

美み
（
59
歳
）
1
回

8
番　
坂さ
か

本も
と　

昇の
ぼ
る

（
71
歳
）
４
回

5
番　
八や

重え

樫が
し　
龍り
ゅ
う

介す
け

（
61
歳
）
3
回

11
番　
合あ
い
砂し
ゃ　
丈た
け
司し
（
69
歳
）
6
回

１
番　
千ち

葉ば　
泰や
す
彦ひ
こ

（
48
歳
）
１
回

７
番　
林は
や
し

﨑ざ
き　
竟き
ょ
う

次じ

郎ろ
う

（
71
歳
）
3
回

４
番　
畠は
た
け

山や
ま　

和か
ず

英ひ
で

（
69
歳
）
2
回

10
番　
三み

田た

地ち　
和か
ず

彦ひ
こ

（
73
歳
）
5
回

ひ
た
す
ら
に　

た
だ
ひ
た
す
ら
に
町
の
た
め

夢
が
あ
ふ
れ
る　

誇
れ
る
町
へ

地
域
を
守
り　

穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

活
動
し
ま
す

町
の
潜
在
能
力
を
活
性
し

元
気
な
岩
泉
を
創
る

６
月
の　

つ
ゆ
の
晴
れ
間
の
セ
ミ
の
ご
と　

我
れ
の
心
も　

ふ
る
い
た
つ
な
り

次
世
代
へ　

待
遇
改
善　

断
行
し

希
望
と
や
る
気
の　

掘
り
起
こ
し

初
心
と
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
立
場
を
活
か
し
努
力
す
る

初
議
会　

初
登
壇　

小
さ
な
声
聞
い
て

町
政
へ　

全
地
域　

長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
で

岩
泉
の
良
さ
を
生
か
し
、
明
る
く
元
気
な

ま
ち
を
創
り
ま
し
ょ
う
！
健
康
第
一
で
！

町
民
の
小
さ
な
声
に
寄
り
添
っ
て

そ
の
声
ま
ち
に
届
け
ま
す

改
選
で
議
員
と
な
り
新
た
な
心
で
日
々

頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

お
子
さ
ん
お
孫
さ
ん
も

楽
し
く
住
み
続
け
ら
れ
る
町　

岩
泉

住
民
の
声
が
命
と
胸
に
お
き

願
い
実
現
め
ざ
し
て
走
る

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
胸
に

着
実
に　

誠
実
に　

活
動
し
ま
す

町
民
か
ら
選
ば
れ
た
者
と
し
て

町
民
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
む

岩泉町議会は５月 10 日、改選後　　初めての議会を開催しました。
議長と副議長を選出し、議　　員の議席が決まりました。

【
議
席
番
号
】【
氏
名
】【
年
齢
】【
当
選
回
数
】
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３
年
第
３
回
臨
時
会
（
初
議
会
）
は
５
月
10
日
に
開
か
れ
、
議
長
・
副
議
長
の
ほ

か
に
左
記
の
と
お
り
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
会
の
新
体
制
ス
タ
ー
ト

一
部
事
務
組
合
等
議
員

　
宮
古
地
区
広
域

　
行
政
組
合
議
会
議
員

　
　
三
田
地　
久
志

　
　
畠
山　
和
英

　
　
千
葉　
泰
彦

　
沿
岸
知
的
障
害
児

　
施
設
組
合
議
会
議
員

　
　
合
砂　
丈
司

　
後
期
高
齢
者

　
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
林
﨑　
竟
次
郎

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

八
重
樫　
龍
介

副
委
員
長

千
葉　
泰
彦

委
員

三
田
地　
泰
正

委
員

合
砂　
丈
司

委
員

早
川　
ケ
ン
子

委
員

坂
本　
昇

委
員

畠
山　
昌
典

総
務
、
民
生
、
文
教
に
関
す
る

調
査
を
担
当

産
業
常
任
委
員
会

委
員
長

三
田
地　
久
志

副
委
員
長

畠
山　
和
英

委
員

菊
地　
弘
已

委
員

三
田
地　
和
彦

委
員

林
﨑　
竟
次
郎

委
員

佐
藤　
安
美

産
業
、
経
済
、
建
設
に
関
す
る

調
査
を
担
当

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

畠
山　
和
英

副
委
員
長

合
砂　
丈
司

委
員

林
﨑　
竟
次
郎

委
員

三
田
地　
久
志

委
員

八
重
樫　
龍
介

委
員

畠
山　
昌
典

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を

担
当

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

畠
山　
昌
典

副
委
員
長

佐
藤　
安
美

委
員

八
重
樫　
龍
介

委
員

畠
山　
和
英

委
員

千
葉　
泰
彦

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

野
舘　
泰
喜

議
会
広
報
紙
の
発
行
と
広
聴
を

担
当

　
５
月
10
日
に
任
期

が
満
了
し
た
町
の
監

査
委
員
に
、
箱
石
憲

市
さ
ん（
小
本・
65
）

を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
議
会
選
出
の
監
査

委
員
に
は
、
坂
本
昇

議
員
（
71
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　
新
た
に
三
上
亜
希

子
さ
ん
（
釜
津
田
・

47
）
を
教
育
委
員
会

委
員
へ
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
６
月
28

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

監
査
委
員
の

選
任
に
同
意

教
育
委
員
の
任
命

に
同
意

箱石憲市さん
任期　R3.5.11〜R7.5.10

坂本昇議員
任期　R3.5.11〜R7.4.30

三上亜希子さん

数字で見る岩泉町議会
議員定数 14 人 平成 29年に

15人→ 14人へ
（全国平均：11.9 人）

女性議員の割合 7.1％ 14 人中1人 （全国平均：11.2%）

平均年齢
（7／15時点） 65.6 歳 最年長 76歳、

最年少 48歳
（全国平均：64.4 歳）

議員報酬 21 万円 議長 27万 9千円、
副議長 22万 6千円

（全国平均：21万 3902円）

※全国平均は、第 66回町村議会実態調査結果

　

３
年
第
２
回
定
例
会

は
、
６
月
３
日
か
ら
８
日

ま
で
６
日
間
の
会
期
で
開

き
ま
し
た
。

　
町
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

９
議
案
を
審
議
。
議
員
発

議
で
「
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
に
お
け

る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水（
※
）

海
洋
放
出
決
定
を
撤
回

し
、
慎
重
な
対
応
を
求
め

る
意
見
書
」
を
提
案
し
、

全
て
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
議
員
発
議
と
は
…
議
員

が
議
会
に
議
案
を
提
出
す

る
こ
と

４
月

26
日　

�
議
員
打
合
せ
会

�

（
各
議
員
）

５
月

６
日　

�

議
会
全
員
協
議
会

（
議
員
会
議
）

�

（
各
議
員
）

10
日　
第
３
回
臨
時
会

�

（
各
議
員
）

11
日　

�

東
部
町
村
議
長
会

協
議�（
正
副
議
長
）

13
日　

�

商
工
会
要
望
書
手

交�

（
議
長
）

18
日　

�

宮
古
地
区
広
域
行

政
組
合
議
会
臨
時

会�

（
組
合
議
員
）

21
日　

�

第
３
回
議
会
全
員

協
議
会�（
各
議
員
）

24
日　

�

町
村
議
会
議
員
研

修
会�

（
各
議
員
）

25
日　

�

商
工
会
通
常
総
会

�

（
議
長
）

28
日　

�

広
報
広
聴
常
任
委

員
会�

（
各
委
員
）

６
月

３
日
～
８
日

　
　
　
第
２
回
定
例
会

�

（
各
議
員
）

議
会
活
動

主な議案

◆�

小
本
漁
港
地
域
水
産
物

供
給
基
盤
整
備
（
北
防

波
堤
）
工
事
請
負
契
約

　
宮
城
建
設
㈱

�

１
億
９
９
１
０
万
円

◆�

町
道
メ
ン
ズ
ク
メ
線
舗

装
工
事
請
負
契
約

　
熊
谷
建
設
㈱

�

１
億
10
万
円

◆�

町
道
刈
屋
沢
長
田
線
舗

装
工
事
請
負
契
約

　
三
好
建
設
㈱

�

７
７
０
０
万
円

◆�

町
道
唐
地
線
橋
梁
上
部

工
工
事
請
負
契
約

　
小
野
新
建
設
㈱

�

１
億
８
３
５
万
円

◆
家
畜
運
搬
車
購
入

　

�

盛
岡
い
す
ゞ
モ
ー
タ
ー

㈱
宮
古
営
業
所

�

９
１
１
万
円

◆�

除
雪
ド
ー
ザ（
11
㌧
級
）

購
入

�

１
５
６
８
万
円

◆�

除
雪
ド
ー
ザ（
８
㌧
級
）

購
入

�

１
１
９
４
万
円

　

�

日
本
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー

（
合
）
宮
古
営
業
所

ALPS 処理水海洋放出に反対

頑張る漁業者のためにも
考え直して欲しい。

　水産資源の枯渇、担い手不足など漁
業は厳しい環境に置かれています。さらに
主力の秋鮭の不漁が続き一層過酷な状
況下にあります。その中で安全性が確定
していないＡＬＰＳ処理水の海洋放出は、
風評被害など大きな打撃となるので反対
です。

大澤　美智子さん
（小本浜漁業協同組合勤務）

まち 声の

（※）�多核種除去設備で汚染水からトリチウム以外の放射性物質を規制基準
以下まで取り除く処理がされた水
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町の考えを問う

本
年
度
の
助
成
対
象

地
域
は
ど
こ
か
。

大
平
と
猿
沢
で
あ
る
。

宝
く
じ
助
成
で
整
備

さ
れ
た
備
品
の
活
用

実
績
を
掌
握
し
て
い
る
か
。

把
握
し
て
い
な
い
が
、

基
本
的
に
は
有
効
活

用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

使
用
実
績
の
報
告
を

求
め
る
べ
き
で
は
。

地
域
振
興
協
議
会
の

活
動
実
績
報
告
と
重

な
る
部
分
が
あ
る
の
で
検

討
す
る
。

も
っ
と
町
民
に
理
解

し
て
も
ら
い
、
町
関

係
企
業
へ
の
発
信
が
大
事

で
は
な
い
か
。

実
際
、
町
ゆ
か
り
の

企
業
か
ら
ご
寄
付
い

た
だ
い
て
い
る
。
委
託
先

と
相
談
し
な
が
ら
進
め
る
。

返
礼
品
は
制
度
的
に

あ
る
か
。

制
度
上
認
め
ら
れ
な

い
。
寄
付
事
業
に
関

わ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

企業版
ふ
る
さ
と
納
税
の
情
報
発
信
を

委
託
先
と
相
談
し
て
進
め
た
い

ワ
ク
チ
ン

地
域
振
興

ネット利用できない人は

宝くじ助成の活用実績は

電話や窓口で入力を補佐

実績報告方法検討したい

　スマホで予約が出来ると便
利で大変ありがたいです。県外
の友達ともしばらく会っていな
いので、早く接種が完了できた
ら良いと思います。

　かつて大雪での停電や台風で被災
したわが集落も宝くじ助成で、除雪
機や発電機を順次備えていただき大
変助かっています。備えがあれば安
心感もあります。

袰野　星
せい

来
ら

さん（小本）山内　義廣さん（大川）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
で
き
な
い
人
に

不
利
益
は
出
な
い
か
。

入
力
が
困
難
な
人
に

は
、
役
場
・
各
支
所

の
窓
口
で
入
力
作
業
の
補

佐
を
行
う
。

　
電
話
受
付
も
併
用
し
、

職
員
が
入
力
し
て
予
約
す

る
よ
う
進
め
る
。

キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た

事
例
と
そ
の
時
の
対

応
は
。

初
期
は
、
済
生
会
岩

泉
病
院
の
入
院
患
者

や
施
設
入
所
者
に
キ
ャ
ン

セ
ル
対
応
し
た
。

接
種
し
た
人
で
、
ト

ラ
ブ
ル
、
体
調
変
化

を
起
こ
し
た
人
は
確
認
さ

れ
て
い
る
か
。

２
回
目
の
接
種
後
に

発
熱
、
だ
る
さ
を
訴

え
て
受
診
し
た
人
は
い
る

が
、
副
反
応
と
い
う
報
告

事
例
は
な
い
。

まち 声のまち 声の

坂
さか

本
もと

　　昇
のぼる

 議員 ・コロナ禍事業所の経済支援を（9㌻）

畠
はたけ

山
やま

　昌
まさ

典
のり

 議員
・ふれあいらんどの整備は
・子どものスポーツ支援を
・ジムの整備を

（8㌻）

千
ち

葉
ば

　泰
やす

彦
ひこ

 議員
・企業版ふるさと納税の戦略は
・公共交通網の構築は

（13㌻）

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員
・町政の総括と二期目出馬は
・新過疎計画の政策立案は

（10㌻）

佐
さ

藤
とう

　安
やす

美
み

 議員 ・早急に獣医師確保対策を（11㌻）

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員
・次期出馬の決意は
・風力発電の影響は

（12㌻）

町の考えを問う
一般質問とは…議員が町政課題への質問や提言を行うことです。

６人の議員が質問しました。

６月定例会　一般質問
一般質問全文は、�
HP で公開して
います。

問

問問

問

答

答

答

答答

問

問問

答

　補正予算審査特別委員会（畠山昌典委員長）は、
6月8日に開きました。
　コロナワクチン接種、企業版ふるさと納税、コミュ
ニティ助成（宝くじ助成）に活発な質疑がありました。

問答答

企業版ふるさと納税とは
・企業が町に納税（寄付）します。
・�町の地域再生計画事業に対する寄
付が税額控除の対象になります。

・�1回あたり 10 万円以上の寄付が
対象です。

ワ
ク
チ
ン
接
種

ネ
ッ
ト
予
約
が
可
能
に
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町の考えを問う

整備が待たれるふれあいらんど岩泉

全
集
中笑顔

が
光
る

�

ま
ち
づ
く
り

問　
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
増
進
や
体
力
向
上
、
町

内
外
の
人
の
交
流
の
場
・

憩
い
の
場
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
ら
ん

ど
岩
泉
の
再
整
備
に
つ
い

て
、
現
在
の
状
況
と
今
後

の
見
通
し
は
。

町
長　
被
災
後
、
原
形
復

旧
を
目
指
し
た
が
、
河
川

改
修
に
よ
る
整
備
可
能
な

面
積
の
縮
小
や
財
源
確
保

の
問
題
か
ら
、
整
備
計
画

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
き
た
。

　
町
民
の
皆
様
の
健
康
増

進
や
、
親
子
で
楽
し
め
る

施
設
、
さ
ら
に
は
将
来
を

見
据
え
た
施
設
の
規
模
や

運
営
方
法
の
在
り
方
を
検

討
し
、
年
度
内
に
方
針
・

計
画
を
説
明
す
る
。

問　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
や
体
力
維

持
・
向
上
、
丈
夫
な
身
体

づ
く
り
の
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
の
整
備
に
つ
い
て

要
望
す
る
声
が
あ
る
。

　
町
内
に
あ
る
廃
校
施
設

を
活
用
し
、
ま
ず
は
小
規

模
な
整
備
か
ら
で
も
始
め

る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
町
民
の
皆
様
の
体

力
の
維
持
や
向
上
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
持
つ
役

割
と
重
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。

　
廃
校
舎
の
活
用
や
、
安

全
管
理
の
問
題
な
ど
も
含

め
、
総
合
的
に
整
備
の
可

能
性
に
つ
い
て
探
る
。

問 ふれあいらんどの整備は
答 本年度内には方針を示す

問 

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
支
援
を

答 

関
係
者
と
調
査
・
検
討
す
る

問 

ジ
ム
の
整
備
を

答 

可
能
性
を
探
る

畠山　昌典議員

問 

コ
ロ
ナ
禍
事
業
所
の
経
済
支
援
を

答 

現
状
を
把
握
し
支
援
を
検
討
す
る

町内経済活性化が期待されるプレミアム商品券の発売

問　
県
で
は
、
売
り
上
げ

が
落
ち
込
む
事
業
者
に
向

け
て
、
１
店
舗
当
た
り
最

大
30
万
円
の
支
援
金
を
支

給
す
る
。
さ
ら
に
、
売
り

上
げ
の
前
々
年
比
較
で
一

定
以
上
の
減
少
が
あ
れ
ば

小
売
り
業
、飲
食
、宿
泊
、

卸
売
り
業
者
へ
の
支
援
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
県
が
設
定
す

る
支
援
策
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
町
に
は
救
済
措
置

を
受
け
ら
れ
な
い
事
業
所

経
済
に
生
か
せ

�

緊
急
支
援
策

が
数
多
く
あ
る
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

　
飲
食
店
の
感
染
抑
止
対

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

町
独
自
の
支
援
金
の
支
給

が
必
要
で
あ
る
。

　
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
で
は
、
48
パ
ー
セ
ン

ト
の
県
民
が
飲
食
店
の
利

用
を
控
え
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
関
係
事
業
所
の
経

営
状
況
は
ま
す
ま
す
追
い

込
ま
れ
て
い
く
。

　
地
域
経
済
が
衰
退
し
、

坂本　昇議員

町
の
元
気
が
失
わ
れ
な
い

よ
う
、
売
り
上
げ
が
減
少

し
て
い
る
事
業
所
の
救
済

に
特
段
の
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
県
に
お
け
る
新
た

な
支
援
策
は
、
飲
食
店
へ

の
認
証
制
度
の
導
入
と
売

り
上
げ
が
減
少
し
た
中
小

事
業
者
へ
の
支
援
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

　
先
般
招
集
さ
れ
た
県
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
関
連
予
算
案
が
可

決
さ
れ
た
。
支
援
制
度
の

詳
細
が
間
も
な
く
示
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
県
と
連

携
し
な
が
ら
、
本
町
の
実

態
に
即
し
た
対
応
を
考
え

て
い
く
。

　
特
に
も
、
売
り
上
げ
が

減
少
し
た
中
小
事
業
者
向

け
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

本
年
の
売
上
が
前
々
年
の

同
月
比
で
50
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
の
減
少
等
が
条
件
に

な
る
な
ど
、
本
町
の
実
態

に
即
し
た
場
合
、
制
度
上

の
基
準
が
厳
し
い
。

　
さ
ら
に
は
対
象
業
種
が

卸
売
業
、
小
売
業
、
宿
泊

業
、
飲
食
業
な
ど
に
限
定

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
県

の
支
援
対
象
外
の
事
業
者

も
出
て
く
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
岩
泉
商
工
会
か

ら
も
県
の
支
援
事
業
の
対

象
と
な
ら
な
い
事
業
者
へ

の
救
済
措
置
を
求
め
る
要

望
も
あ
る
。
町
内
事
業
者

の
現
状
な
ど
を
引
き
続
き

分
析
し
、
県
事
業
と
も
呼

応
し
な
が
ら
、
町
内
の
経

済
実
態
に
即
し
た
支
援
を

検
討
し
て
い
く
。

問　
少
子
化
に
よ
る
学
校

統
合
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

活
動
の
構
成
団
員
の
広
範

囲
化
に
よ
り
、
練
習
に
参

加
す
る
た
め
の
送
り
迎
え

な
ど
、
親
・
家
族
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
好
き

な
ス
ポ
ー
ツ
を
思
い
切
り

楽
し
め
る
環
境
を
創
る
た

め
、
関
係
団
体
や
関
係
者

と
の
意
見
交
換
等
し
な
が

ら
、
町
と
し
て
の
支
援
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

町
長　
町
で
は
こ
れ
ま
で

も
様
々
な
支
援
を
行
っ
て

き
た
が
、
少
子
化
な
ど
の

影
響
か
ら
以
前
に
比
べ
て

保
護
者
負
担
も
増
加
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
町
の
未
来
を
担
う
児
童

生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

通
じ
た
仲
間
づ
く
り
や
、

健
全
育
成
の
取
り
組
み
は

重
要
で
あ
る
。

　
関
係
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
調
査
検
討
す
る
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

問　
平
成
30
年
１
月
、
中

居
町
長
が
初
当
選
し
て
か

ら
早
３
年
４
ヵ
月
が
過

ぎ
、
最
優
先
課
題
で
あ
る

台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
復

興
な
ど
を
概
ね
成
し
遂
げ

て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
２
月

に
は
、
町
の
総
合
計
画
を

策
定
し
、
人
口
減
少
対
策

な
ど
総
合
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
中
居
町
長
は
、
こ
れ
か

ら
自
ら
策
定
し
た
、
町
総

合
計
画
の
実
現
に
向
け

“
種
を
ま
き
、
水
を
や
り
、

花
を
咲
か
せ
な
け
れ
ば
”

な
ら
な
い
。

　
中
居
町
長
自
身
の
こ
れ

ま
で
の
総
括
と
２
期
目
へ

の
出
馬
の
決
意
を
伺
う
。

問 町政の総括と二期目出馬は
答 “未来プラン” 実現に取組む

問 
新
過
疎
計
画
の
施
策
立
案
は

答 

子
育
て
・
移
住
定
住
を
促
進

畠山　和英議員

問 

早
急
に
獣
医
師
確
保
対
策
を

答 

最
重
要
課
題
の
一
つ
と
認
識

農家も牛も安心　町の獣医師 地域おこし協力隊活動報告会　今後の活動にも期待

問　
現
在
、
岩
泉
町
の
２

人
と
葛
巻
町
１
人
の
開
業

獣
医
師
が
家
畜
診
療
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

本
町
と
田
野
畑
村
を
管
轄

し
、
広
範
囲
の
業
務
と

な
っ
て
い
る
。

　
平
成
30
年
に
１
人
の
廃

業
が
あ
り
、
本
年
１
月
に

は
農
業
共
済
組
合
で
も
当

管
内
の
診
療
が
休
診
と

な
っ
た
。
獣
医
師
不
足
は

深
刻
な
状
況
だ
。

　
家
畜
を
死
亡
さ
せ
る
事

態
に
な
れ
ば
死
活
問
題
に

な
る
。
早
急
に
獣
医
師
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
る
。

　
畜
産
酪
農
業
の
振
興
の

た
め
に
町
自
ら
が
獣
医
師

を
抱
え
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
獣
医
師
不
足
は
、

町
と
し
て
も
最
重
要
課
題

の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
小
本
中
野
地
区
の
家
畜

診
療
所
は
、
本
年
１
月
18

佐藤　安美議員

日
に
休
止
し
、
再
開
の
見

通
し
が
立
た
な
い
状
況
に

あ
る
。

　

同
じ
診
療
エ
リ
ア
に

な
っ
て
い
る
田
野
畑
村
と

１
月
14
日
に
県
農
業
共
済

組
合
、
岩
手
県
お
よ
び
新

岩
手
農
業
協
同
組
合
に
対

し
、
獣
医
師
の
診
療
体
制

の
確
保
な
ど
の
要
望
を

行
っ
た
。

　
引
き
続
き
要
望
活
動
を

行
い
、
早
期
再
開
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
行
く
。

問　
平
成
26
年
第
１
回
定

例
会
の
一
般
質
問
で
の
答

弁
は
「
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
む
」
だ
っ
た
。

　
前
町
長
の
答
弁
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
だ
の
か
。

答　
北
海
道
で
開
業
獣
医

師
を
し
て
い
る
宮
古
市
出

身
の
人
に
要
請
し
た
が
、

実
現
で
き
な
か
っ
た
。

問　
平
成
20
年
３
月
と
本

年
１
月
、
家
畜
診
療
所
が

休
止
し
て
い
る
。
再
開
は

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
将
来
を
見
据
え
た
獣
医

師
確
保
対
策
と
し
て
、
医

師
奨
学
生
制
度
と
同
様
の

獣
医
師
奨
学
生
制
度
の
採

用
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

問　
町
で
は
、
現
在
、
新

し
い
過
疎
法
に
基
づ
き
、

過
疎
計
画
の
策
定
作
業
を

進
め
て
い
る
。

　
新
た
な
過
疎
対
策
の
視

点
を
踏
ま
え
、
町
の
過
疎

の
実
態
を
十
分
に
捉
え

て
、
施
策
、
事
業
を
立
案

町
長　
私
は
、
台
風
大
災

害
を
克
服
し
「
元
気
あ
ふ

れ
る
ふ
る
さ
と
岩
泉
の
再

生
」
を
目
指
し
、
全
力
で

取
組
ん
で
き
た
。
今
年
度

中
に
は
、
復
旧
復
興
の
先

が
見
え
る
段
階
ま
で
き
て

い
る
。

　
ま
た
、
産
業
・
経
済
の

活
性
化
、
健
康
、
福
祉
、

教
育
の
充
実
な
ど
、
町
民

の
安
全
、
安
心
で
豊
か
な

暮
ら
し
の
た
め
の
施
策
を

一
歩
一
歩
進
め
て
き
た
。

　
今
、
直
面
し
て
い
る
最

重
要
課
題
は
、
少
子
・
高

齢
化
、
人
口
減
少
・
過
疎

の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
定
住
対
策
な
ど

の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
国
道
３
４
０
号

や
４
５
５
号
の
整
備
、
ふ

れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉
の
再

整
備
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
脱
炭
素
に
向
け
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
な
ど
、
重
要
な
施
策
も

数
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
、「
岩
泉
町

未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を

着
実
に
推
進
し
、「
希
望

の
大
地
か
ら
未
来
の
花
咲

く
い
わ
い
ず
み
」
の
政
策

実
現
に
取
り
組
む
。

し
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
進

め
る
の
か
。

町
長　
今
回
、
策
定
す
る

「
岩
泉
町
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
」
は
、
制
度

の
重
点
項
目
に
沿
っ
た
形

ポ
ス
ト
復
興

花
咲
か
せ
る
と

�

熱
い
意
思

牛
た
ち
の

安
心
の
顔

�

明
日
が
見
え

答　
開
業
獣
医
師
不
足
は

沿
岸
部
に
顕
著
だ
。
９
割

近
く
が
内
陸
部
に
集
中
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
夜
間
の

診
療
、
緊
急
な
事
故
な
ど

に
対
応
で
き
な
い
可
能
性

が
大
き
く
、
早
期
に
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
３
年
以
内
に
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と

認
識
し
て
い
る
。

で
、町
の
将
来
を
見
据
え
、

移
住
・
定
住
対
策
を
は
じ

め
、
子
育
て
環
境
の
充
実

な
ど
、
過
疎
地
域
の
抱
え

る
課
題
に
積
極
的
に
取
り

組
む
考
え
で
あ
る
。

問　
地
域
に
活
力
を
も
た

ら
す
人
材
を
ど
の
よ
う
に

確
保
・
育
成
し
て
い
く
か
。

町
長　
各
地
区
に
お
け
る

人
材
の
育
成
・
確
保
へ
の

支
援
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
募
集
や
、
移
住
・
定

住
施
策
の
促
進
を
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
拡
大
強
化
し

て
い
く
。

【関連ページ：P14「町の課題を取材」～獣医師不足が深刻～】
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町の考えを問う 町の考えを問う

問　
町
長
は
、
令
和
３
年

度
の
施
政
方
針
演
述
で

「
復
旧
復
興
の
総
仕
上
げ

と
持
続
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
く
と
し
て
い
る
。

　
私
は
、
町
民
に
示
し
た

こ
の
施
政
方
針
演
述
を
実

現
す
る
た
め
に
、
全
身
全

霊
で
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
う
。
再
選
出
馬
を
表
明

し
、
元
気
よ
く
前
に
進
も

う
。

　
中
居
町
長
の
決
意
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長　
私
の
思
い
は
、
大

災
害
を
乗
り
越
え
て
、
よ

り
住
み
や
す
い
町
に
し
て

問 次期出馬の決意は
答 町勢発展に取組む

林﨑竟次郎議員

問 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
戦
略
は

答 

認
知
度
を
高
め
、
積
極
的
に
展
開

大川地区コミュニティータクシー

環境影響について審査中

問 公共交通網の構築は

答 安家地区で実証実験

問　
減
っ
て
い
く
歳
入
の

な
か
、
多
く
の
課
題
を
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
資
源
の
確
保
育
成
と

効
率
の
改
善
は
、
本
町
に

お
い
て
も
大
き
な
課
題
で

あ
る
。

　
本
町
に
お
け
る
外
部
資

源
の
活
用
策
の
一
つ
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

と
課
題
、
今
後
の
戦
略
に

つ
い
て
示
せ
。

町
長　
地
域
再
生
計
画
の

認
定
を
昨
年
11
月
に
内
閣

府
か
ら
受
け
、
同
制
度
に

よ
る
寄
付
金
の
受
入
体
制

が
整
っ
た
。

　
本
年
度
に
入
り
４
月
か

ら
の
２
か
月
間
で
、
県
内

外
８
企
業
か
ら
10
件
７
４

０
万
円
の
申
し
出
を
い
た

だ
き
、
４
件
５
２
０
万
円

は
「
魅
力
あ
る
居
住
環
境

の
整
備
事
業
」
に
、
６
件

２
２
０
万
円
は
「
企
業
版

千葉　泰彦議員

そ
の
他
の
質
問

◆�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

◆�

福
島
原
発
放
射
能
汚
染

水
の
海
洋
放
出
に
反
対

ふ
る
さ
と
納
税
伴
走
支
援

事
業
」
へ
の
充
当
を
予
定

し
て
い
る
。

　
い
ま
だ
に
本
制
度
の
認

知
度
が
高
く
な
い
こ
と
か

ら
、
Ｐ
Ｒ
活
動
と
地
方
創

生
に
必
要
な
既
存
事
業
の

効
果
を
高
め
る
見
直
し

や
、
新
規
事
業
の
創
設
な

ど
を
行
っ
て
い
く
。

問　
水
堀
地
区
の
風
力
発

電
所
に
予
定
さ
れ
て
い
る

近
く
で
は
、
そ
こ
に
住
み

養
豚
・
酪
農
を
経
営
し
て

い
る
農
家
が
あ
る
。

　
彼
ら
は
、
想
定
外
の
自

然
災
害
の
発
生
、
低
周
波

の
生
物
へ
の
影
響
を
懸
念

し
て
い
る
。
補
償
に
対
す

る
事
前
の
合
意
が
必
要
だ

と
話
す
。

　
こ
こ
は
天
然
記
念
物
で

あ
る
イ
ヌ
ワ
シ
の
重
要
繁

殖
地
で
あ
る
。こ
の
地
に
、

風
力
発
電
所
を
開
発
す
る

と
い
う
の
は
、
私
は
、
持

続
可
能
な
発
展
を
目
指
す

立
場
か
ら
絶
対
許
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

町
長　
水
堀
地
区
の
山
頂

付
近
に
、
東
京
都
の
民
間

会
社
が
12
基
の
風
車
を
建

設
す
る
も
の
で
、現
在
は
、

国
へ
の
環
境
影
響
評
価
の

手
続
き
中
で
あ
る
。
環
境

生
き
が
い
は

生な
り
わ
い業
く
ら
し

�

明
日
へ
咲
く

難
局
も多く

の
人
と

�

手
を
取
っ
て

い
く
こ
と
。
皆
さ
ん
が
、

よ
り
幸
せ
を
感
じ
、
生
き

が
い
を
実
感
で
き
る
環
境

を
整
備
し
、
次
の
世
代
に

つ
な
い
で
い
き
た
い
。

　
昨
年
か
ら
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
対
応
と
し
て
、
町

民
の
命
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
し
て
い
る
。
現
在

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
早

く
町
民
に
行
き
届
く
よ
う

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

台
風
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
の
完
遂
後
に

は
、「
岩
泉
町
未
来
づ
く

り
プ
ラ
ン
」
を
着
実
に
実

行
し
、
町
勢
発
展
の
た
め

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

大
臣
の
意
見
を
踏
ま
え
、

経
済
産
業
省
の
審
査
を
経

て
確
定
と
な
る
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解

が
必
要
で
あ
る
旨
、
事
業

者
に
申
し
入
れ
を
行
っ
て

い
る
。

問　
各
地
域
で
加
齢
に
よ

る
免
許
返
納
や
災
害
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化

に
よ
り
各
種
手
続
き
、
通

院
、
買
い
物
が
不
自
由
に

な
っ
た
と
の
声
を
伺
う
。

　
岩
泉
町
未
来
づ
く
り
プ

ラ
ン
に
示
さ
れ
て
い
る
デ

マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る
進

捗
、課
題
と
展
開
を
示
せ
。

町
長　
デ
マ
ン
ド
交
通
の

実
施
地
域
は
、
大
川
地
区

で
あ
る
。

　
大
川
地
区
で
の
利
用
状

況
は
、
令
和
２
年
度
の
年

間
利
用
者
が
延
べ
５
１
１

人
。
運
行
区
域
内
の
希
望

場
所
ま
で
利
用
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
本
年
度
、
安
家
地
区
に

お
い
て
実
証
実
験
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

次
年
度
以
降
に
他
の
地
域

へ
の
導
入
も
進
め
た
い
。

問　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
受
託
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
の
知

見
も
活
か
す
べ
き
で
は
。

町
長　
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
多
様
な
主
体
と
連

携
協
働
を
検
討
し
て
い
く
。

問 

風
力
発
電
の
影
響
は

答 

地
域
の
理
解
が
必
要

一般質問全文
QRコード

一般質問全文
QRコード
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現
在
3
人
の
獣
医
師
が
支
え
る

　
町
で
は
、
昭
和
50
年
代

に
は
、
５
人
の
獣
医
師
が

町
農
業
共
済
組
合
の
家
畜

診
療
所
に
勤
務
し
て
町
内

の
家
畜
診
療
に
あ
た
っ
て

い
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
岩
手
（
岩
手
県
農
業
共

済
組
合
）
の
家
畜
診
療
所

が
町
内
に
開
所
さ
れ
ま
し

た
が
、
共
済
制
度
の
改
正

な
ど
に
よ
り
家
畜
診
療
所

の
経
営
が
悪
化
。
獣
医
師

の
配
置
が
厳
し
い
状
況
と

な
り
、
本
年
１
月
に
休
止

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
現
在
は
、
町
内
の
２
人

（
新
村
長
重
郎
さ
ん
、
坂

本
喜
子
夫
さ
ん
）
と
葛
巻

町
の
１
人
の
開
業
獣
医
師

が
家
畜
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
町
内
の
２
人
の
獣
医
師

も
年
配
で
あ
る
こ
と
か
ら

獣
医
師
確
保
は
重
要
な
課

題
で
す
。

　
本
県
唯
一
の
獣
医
師
養

成
機
関
で
あ
る
岩
手
大
学

農
学
部
共
同
獣
医
学
科
。

　
産
業
動
物
内
科
学
研
究

室
の
一
條
俊
浩
准
教
授
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　毎月 30 軒の農家を訪問し、町内のウシ
約 200 頭とブタなどを診ています。将来的
に獣医師の確保は必要だと思いますが、現
状から見ると行政から何らかの支援が必要
ではないでしょうか。

　文化的背景がある短角牛を県で
もっと推していったらすごくいいブ
ランドになると思います。
　岩手の畜産はもっと良くなると思
うので、日本短角を推す畜産に協力
していきたいです。

　大学では大動物の実習も多くて縁
あってこの研究室に入りました。
　将来は、岩手県の家畜保健所で家
畜防疫員として勤務したいと考えて
います。

　とにかく動物が小さい頃から好き
でした。
　動物を助ける仕事と考えたとき獣
医師免許を持っていれば最強だと思
いました。

　具体的に将来を考えたのが 2分の
１成人式（※）での夢発表でした。
　幼い頃から動物が好きで、動物に
携われる資格があれば、仕事の幅も
広がると思い獣医師を目指しました。

　共済獣医師が撤退し、町外からも診療に
来てもらっているのが現状です。
　休日や救急時の対応など今後獣医師の人
材確保が望まれています。

坂本　喜
き ね お

子夫さん
（小川）

岩手大学農学部
共同獣医学科

一條　俊
とし ひ ろ

浩准教授

５年生
照井　周二さん
（岩手県出身）

６年生
山村　実穂さん
（新潟県出身）

５年生
吉田　茉優さん
（岩手県出身）

６年生
菅原　里佳さん
（東京都出身）

獣医
の

声
阿部　将

ま さ し

志さん
（大牛内）

農家
の

声

コロナ禍で住民と語る場がない今、広聴に力を入れてさまざまな角度から取材しました。

新企画 ― 町の課題を取材

今年度の重点課題 ～獣医師不足が深刻～ ファイル❶

岩
手
大
学
の
学
生

　
学
生
の
出
身
地
は
、
関

東
方
面
が
多
く
を
占
め
、

岩
手
県
出
身
者
は
６
年
生

で
０
人
、
５
年
生
で
２
人

と
少
な
い
状
況
で
す
。

　
女
性
と
男
性
の
割
合
は

半
々
で
、
今
年
の
１
年
生

は
産
業
動
物
に
興
味
を
示

し
て
い
る
学
生
が
半
数
近

い
状
況
で
例
年
に
な
く
多

い
印
象
で
し
た
。

卒
業
生
の
進
路
状
況

　
県
内
に
就
職
す
る
割
合

は
、
９
・
１
％（
元
年
度
）

で
す
。

　
小
動
物
専
門
を
目
指
す

割
合
が
５
割
以
上
に
な
る

大
学
が
あ
る
な
か
、
岩
手

大
学
で
は
小
動
物
専
門
、

大
動
物
専
門
、
民
間
企
業

や
進
学
の
割
合
が
そ
れ
ぞ

れ
３
分
の
１
と
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

現
代
の
獣
医
師
不
足

�

教
育
制
度
改
正
も
要
因

　
獣
医
師
教
育
が
４
年
制

か
ら
６
年
制
に
切
り
変

わ
っ
た
時
に
、
全
国
で
２

年
間
獣
医
師
が
誕
生
し
な

か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
期
の
獣
医
師

が
一
斉
に
定
年
を
迎
え
て

い
る
状
況
も
現
在
の
獣
医

師
不
足
を
招
い
て
い
る
理

由
だ
と
思
い
ま
す
。

人
材
確
保
の
ヒ
ン
ト

�

実
習
先
＝
就
職
先

　
採
用
側
は
、
実
習
期
間

か
ら
人
材
確
保
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
旅
費
・
宿
泊

費
を
負
担
し
て
実
習
生
を

招
き
入
れ
て
い
ま
す
。

　
中
央
畜
産
会
の
働
き
か

け
で
、
関
東
の
大
学
で
も

積
極
的
に
東
北
地
方
へ
学

生
を
送
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
手
法
は
、
町
で
も

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
関
東
の
学
生
に
夏
休
み

中
に
町
へ
実
習
に
来
て
も

ら
い
、
町
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
の
も
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

人材確保には
学生の興味をひく魅力

岩手大学　農学部　共同獣医学科　産業動物内科学研究室の皆さん

どんな獣医師をめざしている？ 獣医師を目指したきっかけは？学 生 の 声

（※）成人の2分の1の年齢である 10 歳を迎えたことを記念して行われる行事。
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委
員
長　

畠
山　
昌
典

副
委
員
長　

佐
藤　
安
美

委　
員　

八
重
樫
龍
介

　
　
　
　

畠
山　
和
英

　
　
　
　

千
葉　
泰
彦

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

野
舘　
泰
喜

広報広聴常任委員会
編
集
後
記

▽
岩
泉
町
議
会
も
5
月
か

ら
新
体
制
と
な
り
、
議
会

だ
よ
り
編
集
メ
ン
バ
ー
が

一
新
し
ま
し
た
▽
議
会
だ

よ
り
は
、
議
会
活
動
と
同

様
に
、
皆
さ
ん
の
声
を

し
っ
か
り
聴
き
、
施
策
・

紙
面
に
挙
げ
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
な
作
業
で
す
。

取
材
要
請
の
際
は
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
▽
前
年
度
の
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
第
２
位
の
成
績
を

超
え
る
の
は
至
難
の
業
で

す
▽
委
員
一
丸
と
な
り
研

さ
ん
を
積
み
な
が
ら
、
親

し
み
が
あ
り
、
発
行
が
待

ち
遠
し
い
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
議
会
だ
よ
り
の
編
集

に
励
ん
で
行
き
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
長

�

畠
山　
昌
典

議会を傍聴しませんか 議会からの おすすめ絵本
次回の定例会は
9月� 9 日�（木）� 本会議・一般質問
� 10 日�（金）� 一般質問
� 13 日�（月）� 条例補正予算審査・
� � � 本会議
� 15 日�（水）� 決算審査
� 16 日�（木）� 決算審査
� 17 日�（金）� 決算審査・本会議

の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

竹花　義孝さん
（73・袰綿）

　台風 10 号豪雨災害で、家は床上
1m50㎝浸水し大規模半壊でした。
　泥出しなどの作業はとても辛く、体
調不良にもなりましたが、多くの方々
の支援をいただき何とか再建すること
ができました。
　写真など、思い出の多くを失ったの
はとても残念ですが、孫の成長を見守
り元気に頑張っています。

　
本
町
は
、
震
災
や
度
重
な
る
豪
雨

災
害
で
、
多
く
の
住
宅
が
被
災
し
ま

し
た
。

　
公
営
住
宅
へ
の
入
居
や
住
宅
再
建

も
進
み
、
復
興
の
道
を
歩
ん
で
い
る

町
民
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

私
の
復
興

シリー
ズ

Part-6

町HP
議会だより
QRコード

広報広聴常任委員会メンバー

取材の際はよろしくお願いします
　
５
月
28
日
、
小
本
浜
漁
協
は
、
ア
ワ
ビ

の
稚
貝
放
流
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
稚
貝

は
、
放
流
か
ら
４
～
５
年
で
収
穫
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　
今
年
か
ら
は
国
・
県
の
震
災
復
興
関
連

補
助
が
無
く
な
り
、
町
と
漁
協
と
で
半
分

ず
つ
費
用
負
担
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ダイバー３人が 10万個の
稚貝を手作業で岩場に放流

　今回、町の課題取材で獣医師不足を取り上
げてみました。獣医さんに興味を持ってくれ
る子がいたらうれしいです。
　町立図書館でも貸出可能です。

「夢は牛の
お医者さん」

著：時田　美昭
絵：江頭　路子

「
ア
ワ
ビ
の
稚
貝
放
流
」

ま
ち
の
光
景

（� ）決算審査は、令和２年度決算について審議を行います。
会場は、役場大会議室です。


